
 

高等学校・専門教科・情報「ネットワークシステム」 

ネットワークアプリケーションの開発             山形県教育委員会 

 

項目１ 専門教科「情報」の学習指導と学習評価の工夫・改善に関する事例 

 

 教科 ネットワークシステム 

 単元 ネットワークアプリケーションの開発 

 

 ホスティングサービスを利用した簡易的な SNS開発実習を通じて、サーバサイドプログラム

とクライアントプログラムならびにネットワークアプリケーションの構成ついて、理解を深め

ることを目的とする授業の評価事例を紹介する。 

 前授業までに作成した簡易 SNSを公開し、生徒同士による相互評価を行う。評価はデバック

や権利、見た目など事前に指示された項目を中心に行う。評価の入力は全員が共有しているス

プレットシートに入力し、すぐに指摘事項を確認できるようした。授業の後半より評価の指摘

事項をもとに簡易 SNSの改善を図る授業を行った。この授業時の評価は、以下のルーブリック

に基づいて実施した。 

 

評価の観点 
「十分に満足できる」状況 

（A） 

「おおむね満足できる」状況 

（B） 

webページの公開 

(知識・技術) 

web ページにアクセスするこ

とができ、適切に表示するこ

とができる 

適切に表示されていな箇所

があるが、web ページにアク

セスできる 

簡易 SNSの動作 

（知識・技術） 

簡易 SNSが適切に動作し、コ

ードにも無駄がない 
簡易 SNSが適切に動作する 

webページの相互評価 

（思考・判断・表現） 

評価の観点に沿って、適切に

相互評価を行い、改善方法の

提案もしている 

評価の観点を意識して、相互

評価を行うことができる。 

指摘事項の改善（主体的に

学習に取り組む態度） 

評価の指摘事項に対し、適切

な改善が行われている 

評価の指摘事項に対し、改善

がみられる。 

 

 開発実習において、生徒同士の相互評価と評価の指摘事項を改善する授業を展開すること

で、思考・判断・表現と主体的に学習に取り組む態度の評価について、生徒の活動記録を残し、

具体的な評価基準で評価が行えるように工夫した。 

 

 

 

項目２ 項目１のような優れた取組を普及するための工夫 

 

 研究授業の実施 

 先生方が授業に気軽に出入りできる環境を作り、日常的に授業の参観を実施している 

 

 

 


